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ＩＤＦファクトシート２０２０年６月 

ＩＤＦ生殖技術：ゲノミック選抜 

はじめに 

６,０００年以上も昔、牛乳や肉を得るためにウシを家畜化して以来、農家はウシの

能力を向上させるために繁殖技術を利用している。初期のころ、各世代にわたって交

配に使用する望ましい形質を備えたオスを選ぶという単純な育種プログラムを行って

いた。今日では、牛乳の品質や生産性の向上、動物の健康や福祉の改善、さらには酪

農産業の持続可能性を高める次世代のウシを永続させるために、酪農家によって様々

な繁殖技術が用いられている。 

今回の IDF 生殖技術報告書（繁殖技術に関する一連の IDF 報告書の一部）では、酪

農の持続可能性への貢献におけるゲノミック選抜の利用を分析している。 

定義： 

・ ゲノム： 生物が保有する DNA の全てのセット１。 

・ 後代検定： 動物の真の育種価の算出に後代検定が利用される。これは雄を複数の

雌と交配させることによって実施され、得られた後代の平均能力値が決定され、そ

こから個々の種雄牛の育種価が求められる２。 

・ 種雄牛評価値: 種雄牛が後代へ伝達し得る形質に関わる遺伝的評価値。 

・ 世代間隔： 子を産んだ時点における両親の平均年齢２ 

人為選択とは？ 

ほとんどの酪農家では、乳生産、長命性、乳成分、用途に適した牛乳タイプといっ

た能力を牛群において向上させるために、雌ウシへの最良の交配相手を選んで包括的

な育種計画を実施している。次世代に伝達させる形質を積極的に選別することは、人

為選抜、または、選抜育種として知られている。後代検定や種雄牛評価の発達により、

種雄牛がどのような形質を持ち、そして、どの程度伝えるか詳しく分かってきた結果、

人為選抜が著しく発展した。現在では、ゲノム科学が人為選択において大きな役割を

果たしている２。 

ゲノミック選抜とは？ 

ゲノム科学とは、遺伝子とその機能に関する学問である。この学問の目的は、動物

の遺伝子構造の全体像捉え、そして、遺伝子や構成要素がどのように相互作用してど 
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のように生体に影響を及ぼしているのかを解き明かすことである。ゲノミック選抜は

マーカーアシスト選抜（対象とする形質を、形質自体ではなく、その形質と関係する

マーカーによって間接的に選別する手法）の一つである。ゲノミック選抜では、全て

の量的形質遺伝子座が少なくとも一つのマーカーと連鎖不平衡（ハプロタイプが期待

される頻度通りに出現しないこと）にあるように、全ゲノムをカバーする遺伝子マー

カーが用いられる３。これらのマーカーに基づいて、種雄牛が伝達すると期待される形

質を生まれてからより早い段階で予測することができる。後代検定では 5 年もの月日

がかかっていたところ、ゲノミック選抜によりおよそ 1 年で候補種雄牛が伝えると期

待される特質の推定が可能となった２，４。ゲノミック選抜は、遺伝子工学により実験

室内で人工的に遺伝物質を操作された遺伝子組換え生物（GMOｓ）とは、全く異なるも

ので混同すべきではない。 

乳牛におけるゲノミック選抜の利用： 

・ 経済的に重要な形質について、乳牛の遺伝的メリットが予測しやすくなる。 

・ 無角、毛色、潜性遺伝子のようないわゆる”メンデル遺伝”形質を明らかにできる
４，５。 

・ オスの後代検定の結果やメスの泌乳記録がなくとも正確な選抜が可能となる４，５。 

・ 種雄牛の形質について予測が 1 歳の時点で分かるようになるため、世代間隔を短縮

できる。 

・ 選抜強度を強めることができる４，５。 

技術の重要性： 

ゲノミック選抜は、乳牛の改良のために今や世界中で必要不可欠なものとなっ

ている。また、ゲノミック選抜は、遺伝的多様性や遺伝率が低い形質の育種を助

けている６。さらに、望ましくない潜性形質を持つ個体の特定にも役立っている６。

大局的にみれば、牛乳の質や飼料効率に加えて、雌ウシの長命性の改良に結び付

いているため、結果として淘汰される雌ウシの頭数の削減にもつながっている。

ゲノム科学は、牛乳カーボンフットプリントに関わるメタン排出を減少させる形

質のような、より“環境にやさしい”形質の選抜にも役立ってることが立証され

ている７。 

より詳しく： こちらのウェブサイトから: www.fil-idf.org 

本シリーズについて 

２０１７年、IDF 農場管理常設委員会および IDF 家畜の健康・福祉常設委員会で

は、酪農家や利害関係者に情報を提供するために、乳業界における繁殖技術に関

する報告書の必要性を確認した。本稿はこのシリーズにおける最初の報告書にあ

たる。 
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編者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものではありません。参

考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認ください。 
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